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アメリカ

キューバ

ジャマイカ

ハイチ

国
和
共
カ
ニ
ミ
ド

ユカタン半島

　

二
〇
一
〇
年
一
月
一
二
日
、
ハ

イ
チ
の
首
都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス

が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
の
大

地
震
に
見
舞
わ
れ
、
死
者
約
二
三

万
人
に
及
ぶ
空
前
の
大
惨
事
と

な
っ
た
。
行
政
機
関
や
社
会
基
盤

が
も
と
も
と
脆
弱
な
西
半
球
の
最

貧
国
ハ
イ
チ
の
首
都
が
大
地
震
で

壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
復

興
も
国
家
再
建
も
国
際
社
会
の
支

援
な
し
で
は
不
可
能
な
状
況
に

陥
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
ハ
イ

チ
の
人
々
は
、
貧
困
、
デ
ュ
バ
リ

エ
父
子
に
よ
る
長
期
独
裁
政
権
期

（
一
九
五
七
〜
八
六
年
）
の
恐
怖

政
治
、そ
の
後
も
続
く
政
情
不
安
、

度
重
な
る
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
洪
水
等

に
苦
し
み
な
が
ら
生
き
て
き
た
。

し
か
し
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
同

国
は
史
上
初
め
て
奴
隷
解
放
革
命

を
成
功
さ
せ
、
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
・
カ
リ
ブ
諸
国
に
先
駆
け
て

独
立
し
、
黒
人
に
よ
る
共
和
国
を

設
立
す
る（
一
八
〇
四
年
）と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
た

国
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
特
異
な
国
の
成

り
立
ち
の
歴
史
を
持

つ
ハ
イ
チ
を
知
る
手

が
か
り
と
な
る
和
書

を
数
点
紹
介
す
る
。

　

ハ
イ
チ
共
和
国
、

通
称
ハ
イ
チ
（
ア
ラ

ワ
ク
語
で
山
の
多
い
土
地
）
は
カ

リ
ブ
海
の
西
イ
ン
ド
諸
島
の
イ
ス

パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
の
西
側
に
位
置

し
、
同
じ
島
の
東
側
三
分
の
二
を

占
め
る
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
ひ
と

つ
の
島
を
分
け
合
っ
て
い
る
。「
イ

ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
」
と
い
う
名
称

は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
一
行
が
第
一
次

航
海
で
同
島
を
訪
れ
た
際
に
つ
け

た
名
称
で
あ
り
、そ
れ
以
前
は「
キ

ス
ケ
ー
ジ
ャ
」（
ア
ラ
ワ
ク
語
で

大
地
の
母
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

石
塚
道
子
編『
カ
リ
ブ
海
世
界
』

（
世
界
思
想
社
一
九
九
一
年
）
に

よ
る
と
、
こ
の
地
域
に
は
主
と
し

て
タ
イ
ノ
・
ア
ラ
ワ
ク
と
称
さ
れ

る
先
住
民
が
居
住
し
、
キ
ャ
ッ
サ

バ
等
を
栽
培
し
な
が
ら
農
耕
生
活

を
送
っ
て
い
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
人

到
来
後
、鉱
山
等
で
の
強
制
労
働
、

疾
病
、
虐
殺
な
ど
に
よ
り
、
急
速

に
減
少
し
て
い
っ
た
。

　

前
田
正
裕
著
『
コ
ロ
ン
ブ
ス
の

野
心
と
挫
折
：
カ
リ
ブ
海
で
何
が

起
こ
っ
た
か
』（
世
界
の
動
き
社

一
九
九
二
年
）
は
、
第
一
次
か
ら

第
四
次
航
海
で
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ

島
に
上
陸
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
達
の

足
跡
を
辿
っ
た
一
冊
で
あ
る
。
同

書
に
よ
れ
ば
一
六
世
紀
初
頭
、
イ

ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
の
経
済
が
、
先

住
民
使
役
に
よ
る
鉱
山
で
の
金
採

掘
か
ら
製
糖
業
へ
と
移
行
し
て
い

く
過
程
で
、他
の
地
域
に
先
駆
け
、

代
替
労
働
力
と
し
て
の
ア
フ
リ
カ

人
奴
隷
の
導
入
が
始
ま
っ
た
。

　

ハ
イ
チ
の
前
身
は
一
四
九
二
年

の
コ
ロ
ン
ブ
ス
到
達
後
、
ス
ペ
イ

ン
領
と
な
っ
た
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ

島
の
う
ち
、
一
六
九
七
年
に
ラ
イ

ス
ワ
イ
ク
条
約
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス

に
割
譲
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
領
植
民

地
サ
ン
ド
マ
ン
グ
で
あ
る
。
浜
忠

雄
『
ハ
イ
チ
の
栄
光
と
苦
難
：
世

界
初
の
黒
人
共
和
国
の
行
方
』（
世

界
史
の
鏡　

地
域
6
）（
刀
水
書

房　

二
〇
〇
七
年
）
に
よ
る
と
、

サ
ン
ド
マ
ン
グ
は
、
宗
主
国
フ
ラ

ン
ス
が
同
地
で
砂
糖
黍
や
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
の
換
金
作
物
の
大
規
模

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
に
乗
り

出
し
た
結
果
、
一
八
世
紀
後
半
に

は
、
世
界
で
消
費
さ
れ
る
砂
糖
の

約
四
〇
％
、
コ
ー
ヒ
ー
の
約
六

〇
％
を
生
産
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
海

外
貿
易
の
最
大
拠
点
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経

営
の
生
産
を
支
え
る
労
働
力
と
し

て
、
奴
隷
貿
易
に
よ
り
当
地
に
強

制
連
行
さ
れ
て
き
た
ア
フ
リ
カ
人

奴
隷
が
現
在
の
ハ
イ
チ
人
の
祖
先

で
あ
る
。
一
八
世
紀
後
半
、
サ
ン

ド
マ
ン
グ
の
ア
フ
リ
カ
人
奴
隷
と

そ
の
子
孫
の
人
口
は
四
〇
万
人
以

上
に
達
し
て
い
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者
、
シ
ド

ニ
ー
・
ミ
ン
ツ
著
「
甘
さ
と
権
力
：

砂
糖
が
語
る
近
代
史
」（
平
凡
社

一
九
八
八
年
）
は
、
砂
糖
の
消
費

と
生
産
の
歴
史
を
近
代
史
の
流
れ

の
中
で
と
ら
え
た
名
著
で
あ
る
。

砂
糖
の
消
費
と
生
産
の
拡
大
に
伴

い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
プ
ラ
ン

タ
ー
、
銀
行
家
、
奴
隷
商
、
海
運

業
者
な
ど
が
利
権
を
拡
大
し
て
い

く
一
方
で
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
支
え
た
黒
人
奴
隷
達
は
搾
取
さ

れ
虐
げ
ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
。

　

カ
リ
ブ
が
生
ん
だ
最
大
の
思
想

家
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
黒
人
解
放

運
動
の
活
動
家
で
も
あ
っ
た

C.L.R.

ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
著
作
の
邦

訳
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
コ
バ
ン
：

ト
ゥ
サ
ン
＝
ル
ヴ
ェ
ル
チ
ュ
ー
ル

と
ハ
イ
チ
革
命
』（
大
村
書
店
一

九
九
一
年
）
は
、
ア
フ
リ
カ
人
奴

隷
の
蜂
起
（
一
七
九
一
年
）
か
ら

独
立
ま
で
の
一
二
年
間
に
わ
た
る

ハ
イ
チ
革
命
の
攻
防
の
歴
史
を

綴
っ
た
一
冊
で
あ
る
。
ル
ヴ
ェ
ル

チ
ュ
ー
ル
は
、
サ
ン
ド
マ
ン
グ
農

園
の
奴
隷
の
子
と
し
て
生
ま
れ
な

が
ら
、
そ
の
才
気
と
行
動
力
に
よ

り
、
革
命
戦
争
で
卓
越
し
た
指
導

力
を
発
揮
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼

は
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
に
よ
っ
て
捕
ら

え
ら
れ
、
一
八
〇
三
年
に
フ
ラ
ン

ス
で
獄
死
す
る
が
、
デ
サ
リ
ー
ヌ

ら
後
継
者
が
攻
防
の
末
に
ナ
ポ
レ

オ
ン
軍
の
撃
退
を
果
た
し
、
一
八

〇
四
年
一
月
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
独

立
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

浜
忠
雄
著
『
ハ
イ
チ
革
命
と
フ

ラ
ン
ス
革
命
』（
北
海
道
大
学
図

書
館
刊
行
会
一
九
九
八
年
）
は
、

ハ
イ
チ
革
命
史
の
研
究
書
で
あ

る
。
本
書
は
、
ハ
イ
チ
革
命
が
展

開
し
て
い
く
中
、
フ
ラ
ン
ス
革
命

（
一
七
八
九
年
）
後
の
フ
ラ
ン
ス

が
、
国
民
主
権
・
基
本
的
人
権
の

尊
重
・
所
有
権
の
確
立
な
ど
近
代

市
民
社
会
の
基
本
原
理
を
謳
っ
た

人
権
宣
言
を
掲
げ
る
一
方
で
、
奴

隷
解
放
と
植
民
地
支
配
の
継
続
と

い
う
両
立
し
な
い
二
つ
の
命
題
を

抱
え
て
迷
走
す
る
経
緯
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
本
題
は

ハ
イ
チ
革
命
史
研
究
で
あ
る
が
、

独
立
後
、
共
和
国
建
設
を
目
指
し

た
ハ
イ
チ
で
強
権
的
な
政
権
が
続

い
た
理
由
、
同
国
が
国
際
社
会
か

ら
孤
立
し
て
い
っ
た
経
緯
、
未
だ

に
主
た
る
産
業
も
な
く
貧
困
か
ら

脱
却
で
き
な
い
要
因
な
ど
に
つ
い

て
も
触
れ
て
い
る
。同
著
者
の「
カ

リ
ブ
か
ら
の
問
い
：
ハ
イ
チ
革
命

と
近
代
世
界
」（
岩
波
書
店
二
〇

〇
三
年
）の
一
読
も
お
勧
め
す
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
現
代
の
ハ
イ
チ

に
関
す
る
国
内
で
の
纏
ま
っ
た
研

究
成
果
は
少
な
い
。
最
後
に
、
一

九
八
八
年
か
ら
ハ
イ
チ
の
取
材
を

重
ね
て
き
た
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
佐
藤
文
則
の
写
真
集
『
ハ
イ

チ
：
圧
制
を
行
き
抜
く
人
び
と（
岩

波
フ
ォ
ト
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー　

世
界
の
戦
場
か
ら
）』（
岩
波
書
店

二
〇
〇
三
年
）
を
紹
介
す
る
。
現

代
の
ハ
イ
チ
で
、
圧
制
と
貧
困
の

中
で
生
き
抜
く
人
び
と
の
姿
を
伝

え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

（
む
ら
い　

と
も
こ
／
図
書
館
資
料

企
画
課
）

受
難
の
国
ハ
イ
チ
の
歴
史
を
知
る
た
め
に

村
井
友
子




